
イタリア（イタリア（33）） デンマーク（デンマーク（11））イタリア（イタリア（33）） デンマーク（デンマーク（11））

フィンランド（フィンランド（11））フィンランド（フィンランド（11））

オーストラリア（オーストラリア（11））オーストラリア（オーストラリア（11））

ブルガリア（ブルガリア（11））



ヴェネツィアヴェネツィア コペンハーゲンコペンハーゲンヴェネツィアヴェネツィア コペンハーゲンコペンハーゲン

ケンブリッジケンブリッジ ヘルシンキヘルシンキケンブリッジケンブリッジ ヘルシンキヘルシンキ

ナポリナポリ ピッツバーグピッツバーグナポリナポリ ピッツバーグピッツバーグ

メルボルンメルボルン ソフィアソフィア

ジェノヴァジェノヴァ

••

••••

••••

••

••••

••••

••

••••

5. 5. 日本の美術図書館および関連情報システムの現在を海外の日本の美術図書館および関連情報システムの現在を海外の
JALJALの眼から客体化し再考することを試みる。の眼から客体化し再考することを試みる。JALJALの眼から客体化し再考することを試みる。の眼から客体化し再考することを試みる。



鶏と卵なのか・・・鶏と卵なのか・・・

必要がないから必要がないから必要がないから必要がないから

知られていない？知られていない？知られていない？知られていない？

知られていないから知られていないから知られていないから知られていないから

必要がない？必要がない？必要がない？必要がない？

JAL2015JAL2015の挑戦の挑戦 をを JAL2016JAL2016 も継続する！も継続する！JAL2015JAL2015の挑戦の挑戦 をを JAL2016JAL2016 も継続する！も継続する！

「東欧における日本研究の情報・資料収集の問題
－博士課程の事例を中心に」

フォクシェネアヌ・アンカ
教授

ブカレスト大学日本研究センター所長
Head教授

Prof. Anca Foçsenanu
Head
Japanese Language Department Director
Center for Japanese Studies
University of BucharestUniversity of Bucharest
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永崎研宣氏永崎研宣氏
「「しかしながら、国文研や、それに限らず日本文化にとって重要な資料しかしながら、国文研や、それに限らず日本文化にとって重要な資料

を持っているところであれば、お声がけいただければもちろんお手伝いしを持っているところであれば、お声がけいただければもちろんお手伝いし
ます。今日明日はシカゴ大学で日本研究ます。今日明日はシカゴ大学で日本研究DHDHのワークショップに参加なのでのワークショップに参加なのでます。今日明日はシカゴ大学で日本研究ます。今日明日はシカゴ大学で日本研究DHDHのワークショップに参加なのでのワークショップに参加なので
すが、今日はまたしてもすが、今日はまたしても「日本の資料がデジタルだと少ないし使いにくい「日本の資料がデジタルだと少ないし使いにくい
しどこにあるかわかりにくい」しどこにあるかわかりにくい」という批判に曝されたところです。特に北という批判に曝されたところです。特に北しどこにあるかわかりにくい」しどこにあるかわかりにくい」という批判に曝されたところです。特に北という批判に曝されたところです。特に北
米にくるとその話をされることが多く、米にくるとその話をされることが多く、結果的に日本文化研究者を減らす結果的に日本文化研究者を減らす
ことにつながっているだろうと思うので、なんとかしなければと切に思っことにつながっているだろうと思うので、なんとかしなければと切に思っ
ていますています。。」」ていますています。。」」

多様性多様性

多様性多様性多様性多様性


